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1 は じ め に            表 1 ノ`郎潟千拓地土壌養

八郎潟千拓地では,千陸直後の1966年から土壌断面調査

及d雷位別の土壌理化学分析を継続してきた。作付動向の

変化に対応し,千陸25年経過後の1991年以降の土壌の理化

学性の実態を明らかにして,今後の土壌管理法の策定に資
する。

2試 験 方 法

1979年及び1991年の八郎潟干拓地内16ケ所の追跡調査地

点 (図 1)の 1層 (0～ 13cn),2層 (13～ 30cn)の 土壌
理化学性の分析データ及びこれまでのグライ層の出現位置,

貫入抵抗の測定値 (作物収穫後の秋に測定)を用い,理化
学性の変化を解析した。

● ホ ●

■ 19 遍81(C iS)

迫240(o61

平均値

1979年 (653)

1991年 (637)

1979年 (643)

1991年 (654)

］ッ
】̈

(DIの

●1"lD 0

最小値  平均値 最大値

図2 土壌 pHの変化
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図 1 追跡調査地点図 (16調査地点)

3 試験結果及び考察

0)土壌イヒ学性
1)1991年 までの12年間でpH(H20)は 1, 2層 と
も変動幅は縮小し,平均値は目標値の範囲内であった (図
2,表 1)。
2)12年間に平均値が増加した養分は 1層では有効
態リン酸及び交換性苦土であり,2層ではこれに,交換性
石灰が加わった (図 3,5,6)。 特に,有効態 リン酸の

図3 有効態 リン酸含有量の変化

平均値は1979年には目標値以下であったが,1991年には 1

層で27倍,2層では29倍に増加し,日標値を達成 した。
これは,畑作物の作付増加でリン酸資材の投入が増えたた
めと考えられる。

3)減少した養分は,1層では交換性加里及び交換性
石灰であり,2層では交換性加里であった (図 4, 6)。
交換性加里は1,2層とも8%程度減少 し,含有量の幅も
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表 1 ノ`郎潟千拓地土壌養分目標値
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cll以下の深さでは1984年とはぼ同様に3 kg/甜以上の層が

維持されていたが,深さ15cmま での値は1979年に近 く,軟
弱で トラクタの走行に支障が生じる圃場 (3 kg/耐以下)
が増えてきた (図 7)。
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図4 交換性カリウム含有量の変化
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図 5 交換性石灰含有量の変化
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図6 交換性苦土含有量の変化

著しく縮小した。これは,土壌診断に基づく加里の減肥の
効果と考えられる。

4)リ ン酸を除くいずれの養分も,日標値より高濃度
に存在する割合が多く,土壌診断に基づく施肥管理が重要
である。

(2)土壌物理性
1)1979年 に比べ1984年は,田畑輪換により,深 さ40

側までの全層で土壌硬度が増加した。しかし,1994年は20

表 2 八郎潟干拓地における水稲作付比率の推移

図7 深さ別の土壌硬度の推移
(追跡調査の平均値)

2)グ ライ層の出現位置は水稲の作付比率が100%の
1967年には18c■ lであったが,その減少に伴い低下した。特
に,作付比率が47%に低下した1984年には33cmま で下降し
た。しかし,水稲作付けの増加とともに,上昇 し,作付比
率97%と なった1994年に出現位置が20calと なり,酸化層が
少ない圃場が増加した (図 8,表 2)。

4 ま と め

八郎潟干拓地の干陸25年経過後の土壌理化学性は作付動

向の影響を強く受けており,それぞれの土壌の特徴に見合っ

た施肥管理及び土壌管理が必要であると考えられる。

図8 グライ層の出現位置の変化
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